
平成18年
10月号
No.019

10

主な内容　p2-3夏まつりフォトグラフ　p4老人保健　p5生涯学
習講座　p6-9光ファイバ誘致目標達成、秋の行政相談、農業用ビニ
ル回収、教育講演会　p10稲バラ　p16うまいもん　p17イナビト

表紙　剣道大会の一コマです。剣
士たちの真剣勝負の瞬間です。（関

連記事p14-15）
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２
０
０
６
い
な
し
き
夏
ま
つ
り

熱
く
燃
え
た
夏
の
宴
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８
月
19
日
、
稲
敷
市
の
夏
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
０
６
い
な

し
き
夏
ま
つ
り
」
が
江
戸
崎
総

合
運
動
公
園
を
会
場
に
華
や
か

に
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約

10
万
人
に
も
お
よ
ぶ
大
勢
の
見

物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
昼
間
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
市
内
の
保
育
所
や
保
育

園
、
幼
稚
園
の
園
児
な
ど
に
よ

る
発
表
や
、
各
種
団
体
に
よ
る

芸
能
披
露
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
７
時
か
ら
行
わ

れ
た
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
花
火

大
会
で
は
１
万
２
千
発
の
花
火

が
2
時
間
の
あ
い
だ
に
打
ち
上

げ
ら
れ
、
稲
敷
の
夏
の
夜
空
を

色
彩
豊
か
に
染
め
上
げ
ま
し
た
。

特
に
「
こ
れ
ぞ
！
日
本
一
の
ス

タ
ー
マ
イ
ン
」
と
称
し
た
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
、
間
断
な
く
打
ち

上
げ
ら
れ
る
様
々
な
連
射
花
火

に
、
見
物
客
か
ら
は
大
き
な
歓

声
と
拍
手
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　
夏
ま
つ
り
当
日
と
翌
日
の
早

朝
に
、
会
場
と
会
場
周
辺
の
清

掃
作
業
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご

協
力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
団
体
は
次

の
方
た
ち
で
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
政
の
会
・
友
歩
会
・
筑
浦
協

議
会
・
船
の
会（
順
不
同
、
敬
称

略
）

photograph

江戸崎第一保育所

江戸崎第二保育所

江戸崎保育園

舞姫

舞えど連

ミニ商店街



広報稲敷 平成18年10月号　�

10月1日から老人保健が変わります

老人保健受給者（昭和7年9月30日生まれ以前の方および65歳以上
で一定の障害のある方）で、これまで2割だった現役並み所得者の自
己負担割合が変更になります。
また、高額医療費の自己負担限度額も一部引き上げられます。
稲敷市保険課老人保健係（桜川庁舎）☎029-892-2000（内線

4600）

医療保険が改正され、医療費の自己負担などが変わります

▢高額医療費の自己負担限度額が変わります

区分
自己負担限度額

外来（個人単位） 入院＋外来（世帯単位）

現役並み所得者 40,200円
72,300円+（医療費
-361,500円）ｘ1%
        ＜40,200円＞

一般 12,000円 40,200円

低所得者
（住民税非課税）

Ⅱ
  8,000円

24,600円
Ⅰ 15,000円

区分
自己負担限度額

外来（個人単位） 入院＋外来（世帯単位）

現役並み所得者 44,400円
80,100円+（医療費
-267,000円）ｘ1%
       ＜44,400円＞

一般 12,000円 44,400円

低所得者
（住民税非課税）

Ⅱ
  8,000円

24,600円
Ⅰ 15,000円

注：12か月間に4回以上支給を受ける場合の4回目以降の限度額

注 注

改
正
後

1か月に医療機関に支払った窓口負担が限度額を超えた場合、申請により超えた分が高額医療費として支給されます。その
自己負担限度額が、一部引き上げられます。

高額医療費の申請方法
該当者には通知します

1か月の自己負担額が限度額を超えた方には、市役所の窓
口で申請をするよう通知しています。ただし、この通知が
送付されるのは、医療機関などからの診療明細が審査機関
などを経るため、診療を受けた月の約3か月後となります。
申請は初回のみ

老人保健制度では、高額医療費にかかる申請は初回のみで
す。その後高額医療費の該当となった場合は、指定された
口座へ振り込みとなります。通知が届いた方でまだ申請を
していない方は、翌月以降に該当となっても支給できませ
んので、至急申請書の提出をお願いします。

領収書の提出は不要です
老人保健制度では、申請時に領収書を添付する必要はあ
りません。（場合によっては、確認することもあります。）

▢現役並み所得がある人の自己負担割合が変わります
一定以上所得のある現役並み所得者は、医療機関に支払う自己負担割合が引き上げられます。

9月30日まで　2割

10月1日から　3割

※70歳以上の方および老人保健で医療を受けている方のうち、
１人でも現役並み所得（課税所得が145万円）のある方が同一世帯
にいる場合。ただし、70歳以上の方および老人保健で医療を受
ける方の収入合計が520万円未満（単身世帯の場合は383万円未

満）の場合、申請により「一般」（1割）の区分と同様になります。

税制改正に伴う経過措置として、次のいずれかにあてはまる
方については「一定以上所得者」でも自己負担限度額が「一般」
になります。
①課税所得が145万円以上213万円未満
70歳以上の方および老人保健受給者の収入の合計が
②383万円以上484万円未満（対象者が単身の世帯）

③520万円以上621万円未満（対象者が複数の世帯）

※②、③は申請が必要です。
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歴史ゆうゆう散歩、参加者募集！

稲敷市をはじめとした県南地域は、常陸の国と下総の国の境に位
置していたため、双方の文化の交流点となり、様々な歴史的文化
遺産が残されています。また、多くの文化人も輩出していること
から記念館なども建てられ、それらの人々の偉業を訪ねることも
できます。そこで今回、市では郷土の歴史にふれる生涯学習講座
を開催します。ぜひご参加ください。
稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）☎0297-87-3439

秋も深まるこの季節、生涯学習講座で郷土の歴史にふれてみませんか。

「県南偉人巡り」コース　　10月24日（火）午前8時〜午後0時30分
発着場所：江戸崎公民館tel.029-892-4110　参加費：100円（保険代）　定員：38名

県南は芸術家や偉業を成し遂げた人々を輩出した地でもあります。足跡をたどってみましょう。
江戸崎公民館　＝　柳田國男記念公苑（利根町）　＝　間宮林蔵記念館（つくばみらい市）　＝　小川芋銭記念館（牛久市）　
＝　江戸崎公民館

募集期間：10月3日（火）〜10月15日（日）
受付時間：午前９時〜午後５時（月曜休館）

申込方法：各公民館・センター窓口にて、備え付けの申込用紙に必要事項をご記入のうえお申し込みください。
申込資格：稲敷市在住者または在勤者。
※定員数を超えた場合は抽選となりますのでご了承ください（後日通知します）。また、申し込み人数が極めて少ない場合は、

講座開催を中止する場合があります。各コースは、都合により日程変更が生じる場合もあります。各発着場所までは各自で
お越しください。

「市内文化財巡り」コース　　10月31日（火）午前8時30分〜午後0時30分
発着場所：あずま生涯学習センター tel.0299-79-0053　参加費：100円（保険代）　定員：38名

市内には多くの文化財があることを知っていますか？まずは身近な所から訪ねてみましょう。
あずま生涯学習センター　＝　歴史民俗資料館（八千石）　＝　大杉神社（阿波）　＝　大日苑（江戸崎）　＝　逢善寺（小野）

＝　あずま生涯学習センター

「民俗歴史巡り」コース　　11月14日（火）午前8時30分〜午後4時
発着場所：新利根公民館tel.0297-87-2175　参加費：500円（保険代・入場料）　定員：38名

大規模の国立博物館、時間をかけてじっくり歴史を学んでみましょう。
新利根公民館　＝　宗吾霊堂（成田市）　＝　国立歴史民俗博物館（佐倉市）　＝　新利根公民館
※昼食持参

「霞ヶ浦湖岸巡り」コース　　11月16日（木）午前9時〜午後4時
発着場所：桜川公民館tel.029-894-2981　参加費：100円（保険代）　定員：38名

歴史を訪ね、霞ヶ浦を巡ります。
桜川公民館　＝　麻生藩家老屋敷記念館（行方市）　＝　西連寺（行方市）　＝　予科練記念館（阿見町）　＝　桜川公民館
※昼食持参
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行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
よ
う
！

　
秋
の
行
政
相
談
週
間
10
月
16
日
〜
22
日

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
例
え

ば
、「
わ
か
り
づ
ら
い
道
路
案

内
標
識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」、

「
郵
便
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
ほ

し
い
」、「
施
設
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
困

っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
こ
ん
な
時
、
行
政
相
談
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。行
政
相

談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相
談
相

手
と
し
て
国
の
仕
事
に
関
す
る

苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、

助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通

知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

稲
敷
市
の
相
談
委
員

江
戸
崎
地
区

●
正
野
志
津
江
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
１
６
５

新
利
根
地
区

●
池
田
信
正
☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
２
６
０
２

桜
川
地
区

●
飯
嶋
榮
☎
０
２
９
︲
８
９
４

︲
３
３
３
０

東
地
区

●
飯
出
芳
宏
☎
０
２
９
９
︲
７

９
︲
１
２
９
７

行
政
相
談
問
合
せ
先

●
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課
☎
０
２
９
︲
２

２
１
︲
３
３
４
７

●
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
相
談

専
用
電
話
）
☎
０
５
７
０
︲
０

９
０
１
１
０

●
稲
敷
市
総
務
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
２
０
４
）

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
こ
の
よ
う
な
行
政
相
談
制
度

を
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
10
月
16
日（
月
）か

ら
22
日（
日
）ま
で
の
一
週
間
を

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
と
定

め
、
全
国
各
地
で
行
政
相
談
所

な
ど
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
稲
敷
市
で
は
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。ご
相
談
は
、無
料
・

秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
毎
月
各
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
行
政
相
談
に
つ
い
て

は
12
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所

日
時
：
10
月
17
日

（
火
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時

場
所
：
江
戸
崎
公

民
館
研
修
室

光
フ
ァ
イ
バ
誘
致
活
動

　
目
標
数
を
達
成
し
ま
し
た
！

稲
敷
市
全
域
で
１
９
０
０
件
の

仮
申
込
書
を
集
め
る
こ
と
に
よ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
フ

ァ
イ
バ
回
線
の
提
供
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
誘
致
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
約

２
０
０
０
件
の
仮
申
込
書
が
集

ま
り
、
８
月
31
日
に
無
事
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
と
東
京
電
力
株

式
会
社
に
仮
申
込
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
開

始
ま
で
１
年
程
度
か
か
る
見
込

み
で
す
。サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始

後
に
お
け
る
本
申
込
み
へ
の
移

行
に
つ
い
て
は
、
通
信
事
業
者

に
直
接
申
し
込
む
こ
と
と
な
り

ま
す
。提
供
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
IT
推
進
会
事
務
局

HPwww.inashiki-it.
com●

稲
敷
市
企
画
課
（
江

戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
６
４
９

（
直
通
）／
HPwww.city. 

inashiki.lg.jp

／
Ｅ

メ
ー
ルhikari@

city.
inashiki.ibaraki.jp
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国
民
年
金
で
は
加
入
者
全
員
に

３
つ
の
給
付
を
保
障
し
て
い
ま

す
。た
だ
し
、
い
ず
れ
も
一
定

の
受
給
条
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。ま
た
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
人
は
被
保
険
者
期
間
と

給
料
な
ど
に
応
じ
て
上
乗
せ
の

給
付
も
あ
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金

保
険
料
を
25
年
以
上
納
め
た
人

で
原
則
と
し
て
65
歳
に
な
っ
た

と
き
か
ら
、
一
生
受
け
ら
れ
る

年
金
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
60

歳
以
後
、
い
つ
か
ら
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、
64
歳
以

前
か
ら
受
け
る
と
減
額
さ
れ
、

国
民
年
金
か
ら
の
３
つ
の
給
付

　
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

66
歳
以
後
か
ら
受
け
る
場
合
は

増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
度
減
額
、
増
額
さ
れ

た
支
給
率
は
一
生
涯
変
わ
り
ま

せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
に
加
入
中
に
初
診
日

の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
に
保

険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
・

納
付
猶
予
期
間
を
合
算
し
た
期

間
が
、
加
入
期
間
の
３
分
の
２

以
上
あ
る
人
で
、
病
気
や
け
が

で
政
令
に
定
め
る
１
級
ま
た
は

２
級
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

　
20
歳
に
な
る
前
に
１
・
２
級

の
障
害
に
な
っ
た
人
は
、
20
歳

に
な
っ
た
と
き
か
ら
受
給
で
き

ま
す
。た
だ
し
、
本
人
に
収
入

が
あ
る
場
合
は
額
に
応
じ
て
支

給
停
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

特
別
障
害
給
付
金

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に

お
い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に

よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
の
方

を
対
象
と
し
た
福
祉
的
措
置
と

し
て
、
特
別
障
害
給
付
金
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

遺
族
基
礎
年
金

被
保
険
者
ま
た
は
老
齢
基
礎
年

金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
者

が
死
亡
し
た
と
き
に
、
死
亡
し

た
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
、
子
の
あ
る
妻
ま
た

は
子
が
受
け
取
れ
る
年
金
で
す
。

　
た
だ
し
、
死
亡
し
た
者
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間

（
保
険
料
免
除
期
間
を
含
む
）が
加

入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
あ
る

場
合
と
な
り
ま
す
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

●
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
年

金
請
求
＝
☎
０
５
７
０
︲
０
５

︲
１
１
６
５
／
年
金
受
給
＝
☎

０
５
７
０
︲
０
７
︲
１
１
６
５

介
護
保
険
料
の
通
知

　
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
５
４
）

10
月
か
ら
の
介
護
保
険
料
特
別

徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
対
象
の

方
へ
、
保
険
料
額
な
ど
に
つ
い

て
10
月
初
旬
に
ハ
ガ
キ
で
通
知

し
ま
す
。

　
保
険
料
額
は
、
本
人
や
家
族

の
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。介
護
保
険
料
の
改
訂
に

つ
い
て
は
広
報
稲
敷
８
月
号
を
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使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
11
〜
12
月
に
、
市
内
４

地
区
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と

し
た
使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ル
・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収
を
行
い

ま
す
。

　
使
用
済
み
の
農
業
用
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
、
排
出
農
家
が
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
で

定
め
ら
れ
、
違
反
し
た
場
合
は

罰
せ
ら
れ
ま
す
。ま
た
河
川
や

山
林
な
ど
へ
の
不
法
投
棄
、
野

外
で
の
焼
却
は
、
環
境
汚
染
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
適
正
な

処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法

10
月
27
日（
金
）ま
で
に
、
農
政

課
ま
た
は
JA
稲
敷
各
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。そ

の
際
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

回
収
物（
農
ビ
・
農
ポ
リ
の
量
、苗

箱
の
枚
数
）
を
確
認
し
ま
す
。回

収
日
時
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
農
政
課
農
林
水
産
係

（
東
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
３
８
５

●
JA
稲
敷
＝
東
部
経
済
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
２
１

４
１
／
中
部
経
済
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
６
６
４
５

／
西
部
経
済
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９
７
︲
８
４
︲
２
３
８
８

補
装
具
費
・
日
常
生
活
用
具
費

　
10
月
か
ら
支
給
制
度
の
見
直
し

利
用
者
負
担
１
割

利
用
者
の
定
率
負
担
が
導
入
さ

れ
、
補
装
具
費
給
付
、
日
常
生

活
用
具
給
付
は
基
本
的
に
総
額

の
１
割
を
負
担
し
ま
す
。（
別
表

参
照
）

※
市
民
税
所
得
割
額
が
50
万
円

以
上
の
世
帯
は
支
給
の
対
象
外
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
０
７
）

４
月
に「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

が
施
行
さ
れ
、
障
害
者
福
祉
制

度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
10
月
か
ら
新
制
度

に
移
行
し
補
装
具
費
、
日
常
生

活
用
具
費
支
給
制
度
の
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
す
。

補
装
具
・
日
常
生
活
用
具

給
付
対
象
品
目
が
次
の
と
お
り

見
直
さ
れ
ま
す
。

補
装
具

・
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装

搬出者負担金（当日徴収）
登録料：1,000円
処理料	：農業用ビニル、農業用ポリエステル＝1,000円（量を問わず）

	 ：苗箱＝1枚5円
回収する対象物（荷造り方法は申込者に通知します）

①使用済農ビ＝使用済農ビのみ。黒色、糸入りは回収しません。
※農ビには、統一マーク農ビをブルー系でプリントしてあります。
②使用済農ポリ＝農業用ポリエチレンフィルム（農ポリ）、農業用ポリオレ
フィン系特殊フィルム（農PO）、農業用エチレン、酢酸ビニル、共重合樹脂
フィルム（農サクビ）、肥料空袋、苗箱
※農ビと農ポリは分別し、土砂などを除去してください。
回収できないもの

農薬容器、ブルーシート、フィルム留め具、ポリコンテナ、プランター
※農ビ、農ポリでも赤く変色したり、傷んでいるものは回収できません。

別表：月額負担上限額
所得階層区分 上限月額
生活保護世帯 0円
市民税非課税 収入が年間80万

円以下（障害基礎
年金2級相当）

15,000円

上記以外 24,600円
市民税課税 均等割のみ課税 37,200円

所得割課税 37,200円

置
の
新
設

・
色
め
が
ね
の
廃
止

日
常
生
活
用
具（
地
域
生
活
支

援
事
業
と
し
て
実
施
）

・
点
字
器
、
頭
部
保
護
帽
、

人
工
喉
頭
、
歩
行
補
助
つ
え

（
１
本
つ
え
の
み
）、
収
尿
器
、

ス
ト
マ
用
装
具
の
補
装
具
か

ら
の
移
行

・
浴
槽
、
湯
沸
器
、
パ
ソ
コ

ン
の
廃
止

他
品
目
に
つ
い
て
は
旧
制
度

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
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トピックス

ヤ
ン
キ
ー
先
生
義よ
し
家い
え
弘ひ
ろ
介ゆ
き
氏

　
教
育
講
演
会
を
10
月
８
日
開
催

30
分
〜
）
▽
場

所
：
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
９
９
︲
７

９
︲
０
０
５
３
）

▽
入
場
：
無
料
。

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。（
中
学

生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）
定
員
５
０

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
は
、

講
師
に
ヤ
ン
キ
ー
先
生
で
お
な

じ
み
の
義
家
弘
介
氏
を
招
い
て

教
育
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
札
付
き
の
不
良
少
年
と
呼
ば

れ
た
義
家
氏
が
、
自
身
の
体
験

を
も
と
に
、
教
育
に
対
す
る
想

い
を
熱
く
語
り
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
８
日（
日
）午
後

２
時
30
分
〜
（
開
場
：
午
後
１
時

屋
外
広
告
物
は
許
可
が
必
要
で
す
！

　
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め
に

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て

「
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
形
成
」

と
「
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防

止
」
の
面
か
ら
、
許
可
に
あ
た

っ
て
設
置
場
所
や
大
き
さ
な
ど

を
規
制
し
て
い
ま
す

規
制
の
例

・
店
舗
な
ど
の
敷
地
内
に
、
店

名
、
取
扱
商
品
名
な
ど
を
表
示

ま
ち
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
「
屋

外
広
告
物
」
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
屋
外
広
告
物
を

表
示
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の

場
合
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。ま
ち
の
良
好
な
景
観

を
作
り
出
す
た
め
に
、
屋
外
広

告
物
の
表
示
を
行
な
う
と
き
は

必
要
な
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

臨
時
職
員
募
集

　
江
戸
崎
第
一
保
育
所●

江
戸
崎
第
一
保
育
所
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
２
４
６

江
戸
崎
第
一
保
育
所
で
は
臨
時

保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。申
込

用
紙
は
第
一
保
育
所
に
あ
り
ま

す
。

▽
採
用
期
間
：
12
月
11
日
か
ら

19
年
３
月
31
日
ま
で
▽
業
務
内

容
：
保
育
▽
勤
務
時
間
：
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
▽

人
数
：
１
人
▽
募
集
期
間
：
11

月
10
日（
金
）ま
で

０
名

●
江
戸
崎
中
学
校
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
８
０
０

す
る
場
合
（
自
家
広
告
物
）、
建

物
の
壁
面
に
表
示
す
る
広
告
物

の
面
積
は
、
そ
の
壁
面
の
５
分

の
１
以
下
に
限
ら
れ
ま
す
。

許
可
に
つ
い
て

許
可
に
は
有
効
期
間
（
最
長
３

年
）
が
あ
り
ま
す
。い
っ
た
ん

許
可
を
受
け
た
広
告
物
で
も
、

有
効
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
５
７
０
０
）

稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
10
月
２
日
オ
ー
プ
ン前

９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時
30
分
▽
場
所
：
商
工

観
光
課
内
（
市
役
所
東
庁
舎
／
稲

敷
市
結
佐
１
５
４
５
）
▽
相
談
内

容
：
消
費
生
活
に
お
け
る
苦
情

や
相
談
。▽
相
談
方
法
：
直
接

セ
ン
タ
ー
へ
来
所
ま
た
は
電
話

で
相
談
。▽
連
絡
先
：
☎
０
２

９
９
︲
７
８
︲
３
１
１
５

市
で
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す
。商
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
訪
問
販
売
な
ど
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
、
相
談
を
専

門
の
相
談
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
！

▽
相
談
日
：
月
、
水
、
金
曜
日

（
祝
日
、年
末
年
始
は
休
み
）
／
午
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稲敷バラエティー

ー
入
団
の
き
っ
か
け
は
？

も
と
も
と
大
学
で
野
球
が
し
た

か
っ
た
ん
で
す
よ
。最
初
は
筑

波
大
学
の
野
球
部
に
入
り
た
く

て
…
…
で
も
入
学
試
験
の
１
週

間
前
に
、
女
の
子
は
野
球
部
に

入
れ
な
い
っ
て
こ
と
を
知
っ
た

ん
で
す
ね
。も
っ
と
早
く
気
付

け
っ
て
感
じ
で
す
よ
ね（
笑
）。

　
そ
ん
な
と
き
に
（
欽
ち
ゃ
ん
）

球
団
か
ら
連
絡
が
来
た
ん
で
す
。

最
初
は
そ
ん
な
に
真
剣
に
考
え

て
な
か
っ
た
で
す
ね
。で
、
よ

く
調
べ
て
み
た
ら
本
格
的
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
球
団
な

ん
だ
な
っ
て
分
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
時
は
す
ご
く
悩
み
ま
し
た

よ
！
で
も
お
母
さ
ん
の
後
押
し

が
一
番
の
決
め
手
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ー
野
球
以
外
の
趣
味
は
？

寝
る
こ
と
！
安
祐
美
、
ど
こ
で

も
寝
れ
る
ん
で
す
よ
。車
と
か

だ
と
す
ぐ
寝
ち
ゃ
い
ま
す
。普

段
は
寝
て
る
か
、
ご
飯
食
べ
て

毎
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

の
選
手
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
ま

す
。紹
介
し
て
ほ
し
い
選
手
や

聞
き
た
い
事
な
ど
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

特
に
食
事
に
は
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。以
前
は
野
菜
だ
け
と
か
、

ひ
ど
い
時
に
は
ア
イ
ス
だ
け
っ

て
と
き
も
あ
り
ま
し
た
よ
。み

ん
な
か
ら
は
、「
ち
ゃ
ん
と
飯

食
え
」
っ
て
言
わ
れ
て
ま
し
た
。

こ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
だ
っ
て
思
っ
て
、

料
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
。得
意
料
理
？
い
や
、
失
敗

し
な
い
料
理
し
か
し
な
い
か
ら

（
笑
）。こ
の
間
、み
ん
な
に
マ
ー

ボ
ー
豆
腐
作
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。

豆
腐
が
な
か
っ
た
け
ど
挽
肉
と

キ
ャ
ベ
ツ
と
た
け
の
こ
の
水
煮

が
あ
っ
て
、
合
う
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
け
ど
入
れ
ち
ゃ
え
っ

て
。意
外
に
う
ま
く
で
き
ま
し

た
よ
。
…
…
安
祐
美
、
ダ
メ
な

ん
で
す
よ
、こ
う
い
う
の（
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
）
っ
て
。
い
っ
つ
も

選手とファンとの
キャッチボール③

る
か
、
遊

ん
で
ま
す

ね
。

　
で
も
体

調
管
理
、

片
岡
安
祐
美
選
手
サ
イ
ン

色
紙
を
３
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
応
募
方
法
／
は
が
き
に

必
要
事
項
（
①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
）
を
明
記

し
ご
応
募
く
だ
さ
い
▽
応

募
先
／
〒
３
０
０
︲
０
５

９
５
広
報
稲
敷
「
Ｇ
Ｇ
プ

レ
ゼ
ン
ト
⑩
」
係
▽
締
切

／
10
月
20
日
消
印
有
効
▽

当
選
者
に
は
通
知
し
ま
す

片
かたおか
岡 安

あ ゆ み
祐美

内野手　背番号／ 1
生年月日／ 1986年11月14日
経歴／熊本商 ー 流通経済大学

（在学中）

趣味／寝ること！

話
が
逸
れ
ち
ゃ
っ
て
、
だ
れ
か

が
ま
と
め
て
く
れ
な
い
と（
笑
）。

ー
今
後
の
目
標
は
？

い
つ
も
自
分
が
楽
し
む
野
球
を

心
掛
け
て
ま
す
。で
も
、
楽
し

も
う
楽
し
も
う
と
思
い
す
ぎ
た

時
期
が
あ
っ
て
…
…
、
全
国
ど

こ
に
行
っ
て
も
「
が
ん
ば
っ
て

ね
」「
期
待
し
て
る
よ
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
る
。す
ご
い
う
れ

し
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て

笑
顔
に
な
れ
な
い
時
期
が
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。グ
ラ
ウ
ン
ド
に

行
っ
て
も
涙
し
か
出
な
い
時
期

で
し
た
。そ
の
時
に
励
ま
し
て

く
れ
た
の
が
両
親
や
地
元
の
友

達
で
す
ね
。笑
顔
を
心
が
け
て

る
ん
で
す
け
ど
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
安
祐
美
を
知
っ
て
い
る
人

っ
て
、
心
か
ら
笑
っ
て
な
い
な

っ
て
分
か
る
ら
し
い
ん
で
す
よ
。

そ
ん
な
中
、
や
っ
と
一
本
の
ヒ

ッ
ト
が
出
た
と
き
、
地
元
の
友

達
と
か
は
「
や
っ
と
本
当
の
笑

顔
が
で
た
ね
」
っ
て
。両
親
も

「
そ
れ
が
本
当
の
安
祐
美
な
ん

だ
よ
」
っ
て
。そ
れ
か
ら
で
す
、

野
球
を
楽
し
む
っ
て
い
う
よ
り

も
自
分
の
心
に
素
直
に
な
ろ
う

っ
て
思
っ
た
の
は
。「
楽
し
も

う
じ
ゃ
な
く
、安
祐
美
ら
し
く
」

こ
れ
が
今
年
の
テ
ー
マ
で
す
ね
。
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い
ま
す
。就
業
相
談
や
職
業
紹

介
、
年
４
回
の
求
人
情
報
の
送

付
も
行
い
ま
す
。

●（
社
）茨
城
県
看
護
協
会
・
茨

城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９
︲
２
２
５
︲
８
５
７
２

こ
ど
も
の
救
急
っ
て

ど
ん
な
と
き
？

竜
ヶ
崎
保
健
所
で
は
、
乳
幼
児

の
急
病
時
の
対
処
に
つ
い
て
、

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
目

的
と
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
10
月
24
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午
／
会
場
：
取
手
市
保

健
セ
ン
タ
ー
（
取
手
市
野
々
井

１
９
２
６
︲
２
）
／
内
容
：
講

演
会
＝
「
こ
ど
も
の
救
急
っ
て

ど
ん
な
と
き
？
︲
上
手
な
お
医

者
さ
ん
の
か
か
り
か
た
︲
」、

講
師
＝
太
田
正
康
氏
（
取
手
協

同
病
院
小
児
科
部
長
）
／
定
員
：

70
人
※
託
児
定
員
25
名

●
竜
ヶ
崎
保
健
所
☎
０
２
９
７

︲
６
２
︲
２
１
７
２

い
き
い
き

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
京
医
科
大
学
霞
ヶ
浦
病
院
で

は
、
第
２
回
い
き
い
き
健
康
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
10
月
22
日（
日
）午
前
10

informationくらしと情報

親
子
す
こ
や
か
交
流
事
業

参
加
者
募
集

稲
敷
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、

母
子
家
庭
な
ど
の
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
支
援
す
る
た
め
、
親
子

交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。母

子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実
施
日
：
10
月
15
日
（
日
）
／

行
き
先
：
那
須
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ

ー
ク
／
出
発
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
午
前
７
時
／
参
加
費
用
：

1
世
帯
千
円
／
申
込
：
10
月
10

日（
火
）ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
２
４
７

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
を

近
年
、
医
療
の
進
歩
や
高
齢
社

会
の
到
来
に
よ
り
、
看
護
の
重

要
性
が
増
大
し
て
お
り
、
病
院

や
訪
問
看
護
な
ど
に
従
事
す
る

保
健
師
、助
産
師
、看
護
師
、准

看
護
師
の
需
要
が
急
激
に
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
潜
在
看
護
職
員
の

方
（
現
在
未
就
業
お
よ
び
定
年
退

職
予
定
の
看
護
職
で
将
来
就
職
を

希
望
し
て
い
る
方
）
に
ナ
ー
ス
バ

ン
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
て

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

茨
城
県
行
政
書
士
会
で
は
、
10

月
の
行
政
書
士
制
度
強
調
月
間

に
合
わ
せ
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

日
時
：
10
月
15
日（
日
）午
後
１

時
〜
４
時
／
場
所
：
江
戸
崎
公

民
館
／
相
談
内
容
：
相
続
・
遺

言
、法
人
設
立
、営
業
許
可
、農

地
転
用
許
可
、
帰
化
・
永
住
・

在
留
資
格
変
更
、
交
通
事
故
、

権
利
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す

る
こ
と
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
会
☎
０ 

２
９
︲
３
０
５
︲
３
７
３
１

年
金
無
料
電
話
相
談

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で

は
、
10
月
の
社
会
保
険
労
務
士

制
度
推
進
月
間
に
合
わ
せ
年
金

無
料
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
：
10
月
５
日（
木
）・
19
日

（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時
／

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
：
０
２
９
︲
２

３
２
︲
０
４
０
２

●
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
２
９
︲
２
２
６
︲
３
２
９

６

７
３
３（
矢
崎
）

演
劇
に
よ
る

青
少
年
の
主
張

県
南
地
域
か
ら
選
考
さ
れ
た
霞

ヶ
浦
高
校
、
土
浦
第
一
高
校
、

土
浦
第
三
高
校
、
竹
園
高
校
、

取
手
松
陽
高
校
の
５
校
の
生
徒

た
ち
が
、
演
劇
を
通
し
て
青
少

年
の
気
持
ち
を
発
表
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時
：
10
月
８
日（
日
）午
前
８

時
50
分
〜
午
後
５
時
／
場
所
：

土
浦
市
民
会
館（
土
浦
市
東
真
鍋

町
２
︲
６
）

●
茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事
務

所
県
民
生
活
課
☎
０
２
９
︲
８

２
２
︲
７
０
２
６

第
７
回
鵬ほ
う
ぼ
く墨
会
展

鵬
墨
会（
阿
見
町
）の
水
墨
画
展

で
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

開
催
期
間
：
10
月
12
日（
木
）〜

19
日（
木
）※
16
日
は
休
館
／
開

館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
※
最
終
日
は
午
後
１
時
ま
で

／
会
場
：
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
土
浦
市
大

和
町
９
︲
１
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）

●
鵬
墨
会
本
部（
会
長　
坂
元
錦

水
）
☎
０
２
９
︲
８
８
７
︲
４

４
０
９

案内

an

時
〜
午
後
３
時
／
内
容
：
【
体

験
コ
ー
ナ
ー
】
Ｍ
Ｒ
Ｉ
体
験
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
【
測

定
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
】
血
管
年

齢
測
定
、体
脂
肪
・
筋
肉
測
定
、

看
護
・
介
護
相
談
、
栄
養
・
薬

の
相
談
な
ど【
講
演
会
】「
心
臓

っ
て
ど
う
や
っ
て
治
す
の
？
」

●
東
京
医
科
大
学
霞
ヶ
浦
病
院

☎
０
２
９︲８
８
７︲１
１
６
１

稲
敷
市
秋
季
テ
ニ
ス
大
会

日
時
：
10
月
29
日（
日
）午
前
９

時
（
午
前
８
時
30
分
受
付
）
※
予

備
日
11
月
５
日（
日
）／
会
場
：

桜
川
総
合
運
動
公
園
／
種
目
：

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
32
ペ
ア

募
集
）
／
参
加
資
格
：
オ
ー
プ

ン
（
テ
ニ
ス
を
仕
事
と
し
て
い
る

方
は
不
可
）
／
参
加
料
：
１
ペ

ア
２
千
円
／
試
合
方
法
：
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
／
申
込
方
法
：
﹁
稲

敷
市
秋
季
テ
ニ
ス
大
会
申
し
込

み
・
ペ
ア
の
氏
名
（
フ
ル
ネ
ー

ム
）・
電
話
番
号
・
所
属
ク
ラ
ブ

名
﹂
を
書
い
て
10
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

／
申
込
先
：
江
戸
崎
体
育
館
FAX

０
２
９
︲
８
９
２
︲
８
６
６
２

●
稲
敷
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
４
８
４
５

（
増
田
）
０
２
９
︲
８
９
３
︲
０
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▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日	 	 相談種類	 会場
10月5日（木）	 　、　、　	 桜川庁舎（本庁舎）

10月12日（木）	 　、　、　	 ふれあいセンター
10月17日（火）	 　　　		  江戸崎庁舎
10月18日（水）	 　		  東庁舎（分庁舎）

10月19日（木）	 　、　、　	 東庁舎（分庁舎）

10月26日（木）	 　、　、　	 江戸崎公民館
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。10月10日（火）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

informationくらしと情報

稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
教室名	 日時
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜
	 日曜＝午前9時〜
料理教室	 10月23日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室	 10月23日（月） 午後１時〜
太極拳教室	 10月11日（水） 午後1時30分〜
生花教室	 10月19日（木） 午後1時30分〜
手話愛好会	 10月20日（金） 午後7時〜
カラオケ教室	 火・土曜 午後１時30分〜
絵手紙教室	 10月25日（水） 午後1時30分〜
梅さんの落語会	 10月6日（金） 午前10時30分〜
茶道教室	 10月26日（木） 午前10時〜
囲碁教室	 月曜 午後１時〜

▪教育相談
教育相談員が、お子さんに関する相談に応じます。
日時：毎週火、水、木曜日・午前9時〜午後5時／場所：新利根庁
舎教育相談室／相談形式：電話相談、来室相談
●稲敷市教育委員会教育相談室tel.0297-87-0121（直通）

▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：10月5日（木）、24日（火）・午前10時〜午後4時／場所：
各公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日程：10月5日（木）江戸崎体育館、24日（火）桜川地区児童クラ
ブ室（古渡小内）／時間：午前10時〜正午
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てカレンダー
□子育て支援センター :新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355

（※江戸崎保育園と合同）

10月3日（火）	 りすちゃん広場（0〜1歳）		  定員15組
10月7日（土）	 運動会（新利根体育館）		  定員なし
10月11日（水）	 子育て運動会（新利根改善センター）※	定員45組
10月13日（金）	 サロンの日・相談日（読み聞かせ）	 定員なし
10月17日（火）	 伝承遊び講座	 		  定員15組
10月24日（火）	 サロンの日・相談日（読み聞かせ）	 定員なし
10月25日（水）	 保育園遠足体験※		 	 定員10組
10月26日（木）	 うさちゃん広場（1〜2歳）		  定員15組
10月31日（火）	 くまちゃん広場（2歳〜）		  定員15組
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680（※新

利根つばさ保育園と合同）

10月1日（日）	 運動会（江戸崎体育館）		  定員なし
10月11日（水）	 子育て運動会（新利根改善センター）※	定員45組
10月13日（金）	 サロンの日・相談日（読み聞かせ）	 定員なし
10月25日（水）	 保育園遠足体験※			  定員10組
□ふれあい広場 : 江戸崎第二保育所tel.029-892-4094
10月20日（金）	 小麦粘土で遊ぼう、歌って遊ぼう	 定員30組
□あそびのひろば : 桜川保育所tel.029-894-3703
10月25日（水）	 手作りおもちゃで遊ぼう	 	 定員30組



13　広報稲敷 平成18年10月号

▪休日診療当番医
10月1日（日）	 坂本医院（桑山）tel.029-892-2232
	 森脇整形外科（阿見）tel.029-843-7888
	 村井医院（龍ケ崎）tel.0297-62-3380
	 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
10月8日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
	 若松内科胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-64-0533
	 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
10月9日（月）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
	 野上小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-65-3375
	 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
10月15日（日）	江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 おおさわ眼科医院（阿見）tel.029-843-7272
	 うちだ医院（龍ケ崎）tel.0297-64-8821
	 みやおか外科整形外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
10月22日（日）	坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
	 かない皮フ科（阿見）tel.029-888-8188
	 鴻巣クリニック（龍ケ崎）tel.0297-61-0151
	 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
10月29日（日）	角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
	 さくらクリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-1211
	 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください。
▪交通事故相談
日時：10月18日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：
茨城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123

informationくらしと情報

発生件数：29（232）
　負傷者：41（294）
　　死者：1（7）
※8月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：48,963人（-87）
　　男：24,261人（-28）
　　女：24,702人（-59）
世帯数：14,938戸（-24）
※9月1日現在。かっこは前月比

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日・祝日は行っていませんの
でご注意ください。
曜日	 診療時間	 医療機関名
月	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
火	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
水	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
木	 午後６時〜９時	 龍ケ崎済生会病院③
金	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
日	 午前９時〜正午	 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃	 正午〜午後３時	 龍ケ崎済生会病院③
①tel.029-873-3111②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

納期限10月31日（火）
市県民税：3期
介護保険料：4 期
国民健康保険税：4 期

犬猫引取 10月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場
所：江戸崎庁舎第2駐車場奥
／日時：10月5日（木）、19
日（木）午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）
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1
西
の
洲
で
レ
ン
カ
ク
の
迷
鳥

西
の
洲
干
拓
（
桜
川
地
区
）
で
７
月
下
旬

か
ら
８
月
に
か
け
て
レ
ン
カ
ク
の
迷
い

鳥
が
見
ら
れ
ま
し
た
。レ
ン
カ
ク
と
は

チ
ド
リ
目
レ
ン
カ
ク
科
の
、
主
に
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
に
生
息
す
る
小
型
の
鳥
。

関
東
地
方
で
見
ら
れ
る
の
は
大
変
珍
し

く
、
そ
の
貴
重
な
姿
を
一
目
見
よ
う
と

県
内
外
か
ら
大
勢
の
愛
鳥
家
が
訪
れ
、

撮
影
や
観
察
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

2
剣
道
大
会

一い
っ

羽ぱ

会
主
催
の
剣
道
大
会
が
８
月
６
日

江
戸
崎
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
行
わ

れ
、
市
内
を
は
じ
め
近
隣
市
町
村
の
剣

士
た
ち
約
４
５
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。大
会
は
、
個
人
戦
、
団
体
戦
、
基
本

の
部（
面
打
ち
）で
競
わ
れ
、
選
手
は
チ

ー
ム
メ
ー
ト
や
保
護
者
か
ら
応
援
を
受

け
な
が
ら
一
生
懸
命
戦
っ
て
い
ま
し

た
。ま
た
、手
に
汗
握
る
攻
防
に
、会
場

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

3
新
利
根
新
宿
で
自
警
団
発
足

子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
を
犯
罪
の
被

害
か
ら
未
然
に
守
ろ
う
と
、
新
利
根
新

宿
地
区
で
自
警
団
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
発
足
し
、
結
団
式

が
８
月
12
日
、
新
宿
共
同
利
用
施
設
で

行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、
参
加
者
全

34

2
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5-a

5-b

員
で
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
防
犯
活

動
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

4
ピ
ザ
パ
ン
作
り

８
月
20
日
と
21
日
の
２
日
間
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
20
日
）
と
新
利
根
い
こ

い
の
プ
ラ
ザ（
21
日
）で
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
ピ
ザ
パ
ン
づ
く
り
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
事
業
に
よ
り
行
な
っ
た
も

の
で
、
２
日
間
の
参
加
者
は
20
名
。子

ど
も
達
は
、
生
地
か
ら
つ
く
る
ピ
ザ
パ

ン
作
り
を
楽
し
そ
う
に
体
験
し
、
焼
き

あ
が
っ
た
パ
ン
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

5
欽
ち
ゃ
ん
農
場
ス
タ
ー
ト

茨
城
GG
の
萩
本
欽
一
監
督
が
、
球
団
発

足
当
初
か
ら
掲
げ
て
い
た
農
業
に
よ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
欽
ト
レ
」
の
場
所
と

な
る
「
欽
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム
」
が
市
内

浮
島
地
区
に
オ
ー
プ
ン
。畑
は
農
業
コ

ー
チ
宮
本
隆
典
さ
ん
所
有
の
畑
で
、
選

手
は
種
植
え
や
収
穫
な
ど
の
農
作
業
を

手
伝
い
な
が
ら
欽
ト
レ
を
行
い
ま
す
。

ご
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
本
澄
江
さ
ん（
群
馬
県
）よ
り
、
市
へ

福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
１
０
０
万

円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

で・き・ご・と
8-9月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）
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大
だい
包
かね
寿司

電話：029-892-2507
住所：稲敷市江戸崎甲3007番地（戸

張十字路そば／いなしきガイドマップ

E4）

営業：午前10時〜午後8時
定休：水曜日

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

「
お
寿
司
の
巻
物
と
に
ぎ
り
に

挑
戦
し
て
み
ま
す
！　
ヘ
イ
！

ラ
ッ
シ
ャ
ー
イ
！
」

お
店
紹
介

今
月
は「
大
包
寿
司
」（
新
宿
）に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。こ
こ
は

江
戸
崎
で
約
60
年
続
く
老
舗
の

お
寿
司
屋
さ
ん
で
す
。戦
前
は

呉
服
屋
や
そ
ば
屋
さ
ん
を
営
ん

で
い
た
と
い
う
意
外
な
歴
史
も
。

お
店
で
お
寿
司
を
に
ぎ
る
の
は

２
代
目
の
鴻
野
定
夫
さ
ん
。「
時

プレゼント
大包寿司から読者の方10名に「お
食事券（1500円分）」をプレゼン
ト！奮ってご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項（①

今月のお題「広報に望む新コーナー」②

郵便番号、③住所、④氏名、⑤年齢、⑤電

話番号）を書いてご応募ください。
▽応募先：〒300-0595 ／広報稲敷

「うまいもんプレゼント⑩」係▽締
切：10月20日（金）消印有効。▽注意：
応募は一人一通／当選者には通知　
■レポーターも募集中です！■

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
15
回

人気メニューの「寿司定食天ぷら」

鯛の塩焼きをはじめ、すき焼きなどの
宴会用のメニューもご用意。

にぎりに挑戦しました。ふっくらと握
るのってむずかしいですね。

代
に
合
わ
せ
た
、
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
お
店
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。心
を
込
め
て
握

り
ま
す
よ
。」

お
勧
め
の
料
理
は
？

お
店
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
女

性
や
お
年
寄
り
に
も
人
気
な

「
寿
司
定
食
天
ぷ
ら
」
で
す
。お

寿
司
と
天
ぷ
ら
が
ど
ち
ら
も
楽

し
め
る
お
得
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

お
寿
司
に
使
う
マ
グ
ロ
は
築
地

か
ら
仕
入
れ
た
本
マ
グ
ロ
。お

米
は
地
元
江
戸
崎
産
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
使
っ
て
ま
す
。

　
ま
た
、
鯛
の
塩
焼
き
、
す
き

焼
き
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
な
ど
宴
会

用
の
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
に
取
り

揃
え
て
い
ま
す
。

皆さまのご来店を、心よりお待ちして
おります。

佐藤芳美さん
（羽生）
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第7回　小
お
黒
ぐろ

雅
まさ

生
お

さん

プロフィール
ヘラブナの浮き職人。群馬県
出身。昭和58年に東村（当時）

に転入。35歳頃から本格的
にヘラブナ釣りの浮き作りを
始める。現在「生

せい
竿
かん

」の名前で
浮き職人として活躍。68歳
●稲敷市伊佐部204番地21
／tel.0299-79-0909

今月は、ヘラブナ釣りの浮き職人の
小黒雅生さんです。小黒さんの作る
浮きはまさに職人芸。関東のヘラブ
ナ釣りの愛好家から注文が来ます。

☆
■浮き職人になった理由は？
おれは、流れのあるところで釣る「流
水の釣り」が大好きなんだ。昭和40
年頃に本格的にヘラ釣りを始めたん
だけど、市販の浮きでは物足りなく
てね。これだったら自分でも作れる
かな？と浮きを作り始めたんだよ。
元々大工だったら手先はちょっとば
かし器用だったんだな。
■小黒さんの浮きの人気の秘密は？

ボディの材質はクジャクの羽根。こ
れを組み合わせて削りながら形を作
っていくんだよ。直径が3mm なん
て細い浮きも作るんだよ。これにト
ップと足を付け塗装して、だいたい
一つ完成するまでに1週間ぐらいか
かるかな？
　浮きは勘で作っているわけじゃね
ーんだよ。ちゃーんとピタゴラスの
定理とか科学的なことをよーく考え
て作っているんだ。一つの浮きを作
ろうと思っても、構想から完成する
までには3年はかかるんだ。試行錯
誤を重ねながら納得いくものが完成
するまでには時間がかかるよ。

　あと、俺の浮きはどんな古いもの
でも修繕ができるように作ってある
んだ。30年間前に作った浮きを修
理してくれなんていう依頼も来る
よ。
　人気の秘密？ヘラ釣りをしている
人は他人が持っていないような、い
い道具を使いたがるんだよね。（笑）

■今後の目標を教えてください。
人が作れないような浮きを作るのが
楽しいね。まだまだ、この浮きって
ヤツは改良の余地がいっぱいある
よ。もういい年だけど、新しい浮き
作りにどんどんチャレンジしていき
たいね。

稲 敷 で 生 き る 人 々
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乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。11月実施分は10月20日（金）から受け付け。
11月6日（月）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約
11月9日（木）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 ふれあいセンター	 要予約
11月10日（金）	 麻しん風しん混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
11月13日（月）	 BCG	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
11月16日（木）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 ふれあいセンター	 要予約
11月17日（金）	 三種混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
11月17日（金）	 麻しん風しん混合	 午後1時30分〜2時	 桜川保健センター	 要予約
11月30日（木）	 ポリオ	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約

マタニティースクール
申込：対象者には通知
11月9日（木）	 マタニティースクール①	 午前10時〜午後3時	 東保健センター	 要予約
11月28日（火）	 マタニティースクール②	 午前10時〜午後3時	 東保健センター	 要予約

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
11月7日（火）	 住民健康相談	 午前10時〜11時	 桜川保健センター	 直接来所

検診
詳しくは「保健行事予定表」を参考にしてください。
地区検診
受付時間：午前10時〜11時、午後1時30分〜2時30分／申込：不要。大腸がん検診は事前に申し込みが必要です。
10月30日（月）	 地区健診	 午前＝桜川保健センター	 午後＝馬渡地区防災センター
10月31日（火）	 地区健診	 午前＝いなしき青年の家	 午後＝いなしき青年の家
11月1日（水）	 地区健診	 午前＝戸前集落センター	 午後＝浮島中央集落センター
11月2日（木）	 地区健診	 午前＝四箇地区防災センター	 午後＝神宮寺集落センター
婦人科検診
申込：予約制。10月10日（火）〜13日（金）に会場へ申し込みください。
11月20日（月）、21日（火）、22日（水）、24日（金）	 婦人科検診	 正午〜	 東保健センター	 要予約

検診（予約）
詳しくは「保健行事予定表」を参考にしてください。／申込：会場へ予約ください。
予約受付時間：午前8時30分〜午後5時15分
12月3日（日）	 総合検診	 予約期間＝10月30日（月）〜11月2日（木）	 東保健センター
12月9日（土）	 総合検診	 予約期間＝11月13日（月）〜15日（水）	 ふれあいセンター
12月13日（水）〜15日（金）	 婦人科検診	 予約期間＝11月6日（月）〜10日（金）	 桜川保健センター

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力お願いします。
11月24日（金）	 献血	 午後1時45分〜4時	 東庁舎
11月28日（火）	 献血	 午前10時〜午後3時30分	 江戸崎ショッピングセンターパンプ
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健康づくり事業
11月から江戸崎会場でウォーキング教室がスタート。／申込：11月10日（金）までにふれあいセンターへ申し込む。
11月14日（火）	 ウォーキング教室	 午前10時〜11時30分	 江戸崎体育館

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申し込む。
11月13日（月）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 東保健センター	 要予約
11月30日（木）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター	 要予約
11月30日（木）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター	 要申込

	 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
	 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
	 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
	 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

インフルエンザを予防！

インフルエンザは感染力が強く、短期間に多くの人へと感
染（空気感染）が広がります。また、普通のかぜと同じように
のどの痛み、鼻汁、咳などの症状も見られますが、38度以
上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などの症状が突然現れ、重
症化することもあります。
インフルエンザを予防するには
①流行前に予防接種を受ける。効果がでるまでに約2週間、
効果は5か月間。②帰宅時の手洗い・うがい③適度な湿度
を保つ④十分な休養と栄養をとる⑤外出時にはマスクをつ
ける。
定期の予防接種対象の皆様へ
市では、インフルエンザ予防接種費用の一部を負担してい
ます。対象者には10月中旬に通知します。
対象者：市に住所を有する方で、①接種日に65歳以上の方
または、②60〜64歳の方で心臓、腎臓、呼吸器に重い障害
のある方（障害手帳1級程度）

接種：▽時期：10月16日（月）〜12月28日（木）▽回数：
1回▽補助金額：2,000円▽接種：医療機関にて個別に接
種してください。

普通救命講習会

9月の救急の日
を 前 に、8 月
21 日ふれあい
セ ン タ ー で 普
通 救 命 講 習 会
が 開 催 さ れ ま
した。講習会へ
は 市 内 の 保 育

所、幼稚園、小中学校の先生が参加。江戸崎消防署員の指導
のもと心肺蘇生や止血などの実技を中心とした講習と
AED（自動体外式除細動機）の講習が行われました。
　AED は心臓が突然停止した際に、電気ショックを与え心
臓の働きを戻す医療機器。早期にAED と心肺蘇生法とを
行うことが救命率アップにつながるといわれ、空港などの
公共施設に広く設置されています。
　これまで医師などしか使用できなかったAED も、一昨
年から一般市民も今回のような講習を受けることで使える
ようになりました。
　参加者は、万が一にそなえ真剣な表情で取り組んでいま
した。
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スポーツ

スポーツフェスティバル

「稲敷市民スポーツフェスティバル
2006」を、10月8日（日）江戸崎総合
運動公園で開催します。家族や友達と
いっしょにスポーツの秋を楽しんでく
ださい。
　このフェスティバルでは、市民の
方々が記録したスポーツ種目の結果を

「いなしきギネス」として認定します。
当日参加できる種目や、イベントもた
くさんあります。ぜひ参加して記録を
残してみませんか?

いなしきギネス種目
バスケドリブルトライアル、サッカー
ドリブルトライアル、ストラックアウ
ト、長ぐつとばし、ターボジャベリン
グ、フリーブロー（スポーツ吹き矢）、ロ
ープジャンピング、ムカデ競争、10
人11脚リレー
チャンピオン種目
バスケットボール3オン3、混合ソフ
トバレーボール、トリプルバドミント
ン、ドッジボール
イベント
お楽しみ抽選会、体力測定コーナー

▽日時：11月8日から12月27日ま
での毎週水曜日、午後7時30分から8
時30分▽場所：桜川公民館体育室▽
参加費：2,000円（教室初日に徴収）▽
申込：10月10日（火）から電話で申し
込む（月曜日は除く）▽定員：40名
●桜川公民館tel.029-894-2981

少年野球大会結果

第20回山内一弘杯少年野球大会が、
7月29日（土）、30日（日）に江戸崎総
合運動公園野球場など市内3会場で開
催されました。市内外から28チーム
が参加し、決勝戦では市スポーツ少年
団の「江戸崎ベアーズ」が龍ヶ岡ヤン
キースと戦い、13対1の大差で見事
優勝を果たしました。

甲子園で満塁HR！宮本くん

稲敷市出身で常総学院3年の宮本大輔
くん（小角）が夏の甲子園で7番セカン

ドとして出場。8月8日の常総学院対
今治西の試合は8対11と残念ながら
1回戦敗退でしたが、6点を追う8回
表、宮本くんは右越えの満塁ホームラ
ンを放ち、大いに甲子園を沸かせまし
た。
　宮本くんは小学生の頃は江戸崎パイ
レーツに所属するなど野球少年。満塁
ホームランを打った感想は、「ボール
を打った瞬間ホームランの手応えを感
じました。チームが負けてしまったの
で、心から喜べないですね。」と甲子園
を振り返りながら感想を語ってくれま
した。

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

初級エアロ
ビクス教室

有酸素運動である
エアロビクスは、
全 身 持 久 力 を 高
め、脂肪を燃焼し
てくれます。基本
ステップをマスタ
ーし、音楽に合わ
せて楽しく汗をか
きましょう。

写真提供：江戸崎ベアーズ
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図書だより

図書カレンダー10月

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 1	 2	 3	 4	 5	 6	 7
	 8	 9	 10	 11	 12	 13	 14
	 15	 16	 17	 18	 19	 20	 21
	 22	 23	 24	 25	 26	 27	 28
	 29	 30	 31

■：市立図書館休館日
■：江戸崎図書室休室日
毎週月曜日、9月25日（月）〜10
月2日（月）（蔵書点検）、10月10
日（火）、31日（火）

■：新利根・桜川図書室休室日
毎週月曜日、10月10日（火）

■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

彦、「デモナータ3」ダレン・シャン、「シ
ョコラちゃんのパジャマ」中川ひろた
か　ほか

臨時休室

江戸崎図書室
11月3日（金）、6日（月）、7日（火）は
休室します。

新利根・桜川図書室
10月29日（日）〜11月7日（火）まで
休室します。

も参考になる、作りやすく、冷めても
おいしいおかずを紹介します。毎日の
お弁当作り、ピクニックのお弁当作り
にお役立てください。

新着図書
「これだけ違う男と女」渡辺淳二、「夜
のジンファンデル」篠田節子、「霧の訪
問者」田中芳樹、「名もなき毒」宮部み
ゆき、「筑波根物語」水上津務、「八月の
路上に捨てる」伊藤たかみ、「雨女」澤
田富士子　ほか

江戸崎図書室

新着図書
「日本沈没第二部」小松左京、「温室デ
イズ」瀬尾まいこ、「東京ダモイ」鏑木
蓮、「三年坂火の夢」早瀬乱、「雨のち晴
れ、ところにより虹」吉野万里子、「困
った人間関係をいきなり良くする本」
平山俊三、「美しい国へ」安倍晋三、「日
本人が一番やせるダイエット」吉田俊

市立図書館

子ども映画会
▽題名「ねこざかな」▽日時：10月14
日（土）、15日（日）午後2時〜（上映時

間23分）／▽申込：当日、図書館カウ
ンターへ申し込む▽定員70名

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
▽日時：10月29日（日）午前10時30
分〜

秋の読書週間が始まります
10月27日（金）〜11月9日（木）は、
秋の読書週間です。秋の読書週間に、
ぜひ、一冊の本との出合いを作りませ
んか。

10月の展示
今こそ手作りお弁当
現在お弁当作りの真っただ中にある人

新着図書（図書館）
「ヘブンリー・ブ
ルー」村上由佳、

「覚えていない」
佐野ようこ、「ア
メリカ第二次南北
戦争」佐野賢一、

「底なし沼」新堂
冬樹　※写真左か
ら
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図2：氏子衆（時崎、平成18年1月）

図1：3本足の鴉と兎（時崎、平成18年1月）
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図3：時崎のブシャ（昭和54年1月）
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年
旧ふ
る

き
家
に
て
昔
を
思
う	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

「
あ
ら
わ
り
と
わ
か
る
じ
ゃ
な
い
」と
バ
ス
の
中
女
子
高
生
の
会
話
き
き
お
り	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

京
の
旅
は
た
せ
ぬ
亡つ

夫ま

の
写
真
持
ち
新
緑
深
き
宿
に
眠
り
ぬ	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

あ
と
何
年
共
に
送
り
火
出
来
る
身
か
時
雨
る
る
空
の
下
語
り
行
く	

永
長
小
夜（
古
渡
）

月
見
草
に
触
れ
ゆ
き
し
風
の
た
て
る
波
夕
焼
沼
の
沖
で
き
ら
め
く	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

海
行
か
ば
水
漬
く
屍
か
南
溟
に
今
も
沈
め
り
友
が
み
骨
は	

小
泉
實（
福
田
）

千
人
針
結
び
し
少
女
わ
れ
出
征
の
父
の
面
影
お
ぼ
ろ
と
な
り
ぬ	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

息
絶
え
た
弟
を
背
負
い
火
葬
場
に
順
番
を
待
つ
被
爆
の
子
が
い
た	

山
根
三
千
人（
西
代
）

桑
の
葉
に
野
び
る
の
玉
に
芋
の
く
き
戦
時
下
の
膳
し
の
ぶ
八
月	

柴
崎
文
子（
町
田
）

ひ
そ
や
か
に
山
百
合
咲
く
を
裏
山
の
風
が
知
ら
せ
ぬ
そ
の
香
運
び
て	

板
橋
道
子（
福
田
）

芋
の
葉
に
宿
れ
る
露
の
玉
あ
わ
れ
わ
ず
か
な
風
に
転
が
り
て
落
つ	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

良
寛
の
切
な
き
詩う
た

に
感
動
の
さ
め
や
ら
ず
し
て
見
る
白
木
槿	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

山
間
に
吹
く
オ
カ
リ
ナ
の
メ
ロ
デ
ー
は
吾
が
愛
で
し
曲
故
郷
の
廃
家	

渡
辺
あ
い（
荒
宿
）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽花火大会の写真を撮る為、初めて最初から最後まで花火大会を見ることになり、夏
の夜空に咲き誇る花火を堪能しようと撮影に望みました。しかし、打ち上げては瞬く間に消えて
いく花火に見入っている余裕はなく、アっという間に２時間が……データチェックをしながらパ
ソコン画面での花火鑑賞となりました。（坂本）▽先月、花火の写真をがんばると宣言したのです
が、ショボイ写真しか撮れませんでした。↑が使ってくれたのは小さく1枚だけ。トホホ（G4出）
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愛宕神社愛宕神社
新利根庁舎新利根庁舎

柴崎郵便局柴崎郵便局

コンビニコンビニ

稲敷直売所稲敷直売所

令により仏像を御神体として祀れなくな
り、残念ながら姿を消してしまいました。
　現在は神社周辺に児童遊具や自然散
策路などが整備され、愛宕山市民公園と
して広く市民に利用されています。

愛宕神社は柴崎地区の愛宕山という小高
い岡の上にあります。
　火伏せの神である火産霊命（ヒムスビノ

ミコト）が主祭神として祀られている愛宕
神社は、「稲敷郡志」によれば、天文年間

（1532〜1554年）に同地区の竹ノ内に創
建され、正保２年（1645年）に現在の寄居
の地に移されたとされています。
　この神社の祭りには、７月に行われる
祇園祭があり、神輿を担いで町中を荒々
しく走り回る「寺地の祇園」として知られ

ています。
　また、うっそうと茂った木立の中にある
117段の坂は圧巻で、ここを舞台にした
火伏せにまつわる伝説が残っています。
　西風の強い夜半、寺地坪の家屋より出
火し人々が騒いでいると、愛宕神社の男
坂117段を、白馬に跨った勝

しょうぐん
軍地

じ ぞ う
蔵が火

伏せの槌を手に蹄の音を響かせながら駆
け降り、急ぎ火事場に向かい火を消し止
めたので類焼を免れたとのこと。その勝
軍地蔵は、慶応４年（1868年）の神仏分離

ぶら〜り・稲敷　no.16　愛宕神社




